
牛乳の健康に及ぼす影響に関する疫学的研究
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I 国民栄養調査に見る地域別牛乳摂取量とその推移

田中らは、 1980~例年の国民栄養調査成績を県別に集計して、全国平均牛乳摂取

さらにその士lSDを境界としてそれぞれ量と比較して、多い側と少ない側に分け、

を二分して各県を 4段階に区分した(図1)。牛乳摂取が多いのは、北海道、東北の

一部、首都圏、中京圏、大阪を除く阪神地区と岡山、香川|、そして沖縄であった。

少ないのは西南日本の太平洋側と島根であった。

〔図都道府県単位で牛乳摂取量とカノレシウム及び脂肪摂取量との関連を見ると

2 )、カノレシウムについては例外もあるが、かなり高い正相関が認められた。脂肪摂

取量と牛乳摂取量の問にも高い相関があった。牛乳は主要なカノレシウム摂取源であ

と結びついていると共に、脂肪摂取高値を伴う食物パタン〔近代化ないし欧米化〕

ると考えられる。牛乳飲用が脂肪摂取の主要な原因とは考えられないから。

地域ブロックの特性を、牛乳の平均摂取量と95%信頼区聞を y軸に示し、標本数

をx軸に示した(図 3)。北海道と首都圏はともに高い牛乳摂取量を示すが、前者で

は標本数が小さいので世帯消費量に大きなバラツキがあり、後者では標本数が大き

カノレシウム摂取における牛乳の意義を見いのでかなり安定した消費パタンを示す。

るために一日一人当たり平均カルシウム摂取量が350，昭未満であった府県をzで、

600mg以上であった府県を白ぬき四角で表示した。例えば、秋田を除く東北各県と

栃木は牛乳摂取量は低いがカノレシウム摂取に不足はなかった。魚や豆類等がカノレシ

ウム摂取源となっているのであろう。何れも少ない府県は富山、石;11、三重、和歌

カノレシウム摂取量が不山、愛媛、高知、宮崎等であった。牛乳摂取量は多いのに、
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足していた県(沖縄、香川|、東京〕、共に不足の県〔富山、石川、大阪、三重、和歌

山、愛媛、高知、熊本、宮崎〉、カノレシウム摂取量がほぼ所要量を満たしていた少数

県〔秋田以外の東北各県、栃木、長野、鳥取〕等が区別された。牛乳摂取量が最高

の沖縄でも一人一日400gに達せずとくに多いと見るべき県はなかった。牛乳飲用

とカノレシウム摂取は相関はあるが、個々の地域によってそのカノレシウム摂取源とし

ての役割は異なることが分かった。

次に国民栄養調査に基づく 1968年から1987年にかけての地方別牛乳平均摂取量の

推移を示す(図 4)01980年頃から順位の交代が見られるが、概ね平行に上昇軌道を

とった。当初は地方差は40g以上あった格差が最近て、は20g以下に接近した。当初

抜群に高かったのは東京圏の関東と阪神圏の近畿であった。南九州がとくに低く以

下下位から北九州、東北、北海道、四国と続いた。始め横ばいに近い状態が1971年

まで続いた後急上昇が1974年まで続き、以後はゆるやかな増加に移った。 1980年代

は再び横ばいに転じ一部では低下する所も出てきた。南九州は改善が著しく、現在

北陸が最低である。ここから先の増加には新しい動機づけが要るので、なかろうか?

E 女性の骨密度と牛乳摂取状況

1 対象

鏡森らは福井県大野市南六呂師地区(山間農業地域〕と、福井市国見地区(漁業

地域〕の35歳以上の女性住民の栄養調査と腰椎の骨密度を測定し、両者の関係を調

査した。

南六呂姉は大野市の北部にあり、人口387、米作を中心とした兼業農家が多いD 集

落は山岳国民休養地に隣接し、酪農農家もある。国見は市の西部の海岸に位置しも

国定公園の一部を成し、人口531である。

当該者中受診者は農業地区(南六日師)91人、漁業地区〔国見)119人で、それぞ

れ69.5%、22.4%であった。このうち、受診中入院した者と骨代謝に影響を及ぼす

両側卵巣全摘出術、甲状腺摘出術の既往ある者を除外し、農業地区88人、漁業地区

116人の合計204人を分析対象とした。
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2 方法

1)骨塩定量

骨塩定量には、 Hologic社製の QDR~1000を用い、側臥位にて第 1 ~ 4腰椎椎

体の骨密度〔骨塩量/椎体投影面積 g/ cnl : BMD=Bone Mineral Density)を

測定した。今回の骨密度の分析には、圧迫骨折や変形の少ない第 l腰椎 (Ll) と

第 2腰椎 (L2)の平均値を使用した。

2)栄養調査

栄養調査は簡易計算方式を採用し、質問内容は福井医科大学付属病院栄養管理

室において利用されている方式を基礎とした。質問紙を事前に配布し記入を求め

た上、検診当日に栄養士が各種食品群別摂取頻度を聞き取り、そこから各栄養素

別摂取量を推定した。

骨密度と栄養摂取量の分析では、骨密度を目的変数、各栄養素別推定摂取量を

説明変数として重回帰分析を行った。なお、骨密度を規程する因子と考えられる

年齢と BMIを説明変数に付加した。

3 結果

1)骨密度と年齢の関係

農業地区と漁業地区間に相違は無かった。 30~40歳代では安定していたが、 50

歳代から低下が始まり 70歳代主で漸減した(図1)。

2)牛乳摂取量と骨密度

牛乳摂取量を、ほぼ毎日 1本程度飲む者とそれ以下、それ以上の 3群に分けて

地区別に骨密度を比較したロ月経の有無により 2群に分けて比較した〔表1)。

月経有りの群は平均年齢は42.7歳で若く、骨密度は平均0.916と高く、月経無

しの群は平均年齢は61.7歳で高齢で、骨密度は平均0.695で低かった。農業地区

と漁業地区の聞に差はなかった。 3 群のうち 1 日に 2~3 本を飲む者とそれ以下

の問に、農業地区でのみ有意差を認めた。その他の群問および漁業地区では差を

認めなかった。
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3) カノレシウム摂取量別牛乳摂取量別骨密度

牛乳飲用がカノレシウム摂取量を反映しない可能性も考えられるので、一日カル

シウム摂取量600mgを境界として 2群に分けて牛乳飲用の効果を比較した(表 2)。

牛乳飲用が 1 日 2~3 本以上の群ではカノレシウム摂取量が600mg未満となるこ

とは無かった。カノレシウム摂取量ないし牛乳摂取量の何れによっても骨密度の差

を認めなかった。月経無しの群でカノレ t ウム摂取量が600mg以上の場合、牛乳を

l 日 2~3 本以上飲む群がそれ以下よりも高い傾向 (ns) を認めた。

結論

福井県の農業地区と漁業地区の35歳以上の女性の栄養調査と腰椎椎体の骨密度測定

を行った。その結果町

1 女性の骨密度は年齢の影響が強〈、 40歳代までは安定していたが、 50歳代以降減

少傾向を辿る。

2. 月経の有無による相違が明かであった。

3 漁業地区も漁業を営む者が一部であること、農業地区もほとんどが兼業農家であ

ること等のためか、両地区の間に骨密度の相違を認めなかった。

4. 牛乳飲用の効果はこの集団では明かではなく、農業地区の閉経集団で、一日 2~

3本以上飲む者とそれ以下の者の聞に骨密度に有意差を認めたのみであった。他の

集団すなわち月経がある群、漁業地区、牛乳をほとんど飲まない者と 1日l本程度

飲む者との問には差を認めなかった。

5 カノレシウム摂取量 1S 600mg以上か以下かで分類したが、この間および各群内で

牛乳飲用習慣で 3区分した集団関にも骨密度の差を認めなかった。

E 農村住民の健康診査成績と牛乳飲用習慣

権平は新潟県大和町住民の健康診査成績を中心に今回は1991年単年度の検査デー

タと 1987~91年継続して一定の牛乳飲用習慣が続いた場合の検査成績とをまとめた。

検査の単年度受診者〔以下単年度受診者〉は男1，365名、女2，465名、計3，830名で

あった。通産 5年連続して受診した者〔以下継続受診者〉は男379名、女1，120名、
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合計し499名であった。この集団の検査成績ならびに予後、予後関連因子について

分析した。

単年度の被検者では、牛乳を飲まない者、 200ml以下の飲用者〔以下少量飲用者〕、

200ml以上の飲用者(以下飲用者〕が各1/3づつであった。 5年継続受診者では、約

60%が飲用者であり、飲まない者が15~20%程で、牛乳飲用がよく普及していた

〔表1)。

健診データとの関係を見たが、牛乳飲用習慣と高血圧、高トリグリセリド血症、

肥満、貧血に関して有意の差は見出だせなかった。高コレステローノレ血症について、

男および全例で、単年度受診者では高度に、継続受診者では片側検定で相違があっ

た〔表 2)。

60歳以上の受診者について、血庄、肥満、血清コレステローノレ値、血清トリグリ

セリド値、貧血の有無と予後の関係を見ると、 5年間に全体の28%が死亡したが、

血圧正常者では17%、高血圧者では42%と著差があり、肥満に関しては、やせた者

が63%、肥満者が16%と肥満者に有利であった。高コレステローノレ血症者、高トリ

グリセリド血症者の予後はそれぞれ21%、23%でむしろ高脂血症に傾く方が良好で

あった。貧血者は35%と高い死亡率を示した。ただし有意差となったのは、高血圧、

肥満のみであった。以上の成績を踏まえて、この農村地域では、高脂血症、肥満に

ついては死亡予後に関してリスタファクターとなってはおらず、今しばらくは介入

せずに継続観察すべきであると考えられた。高血圧と貧血に関しては重点的に健康

教育、治療の対象とすべきであると考えられた(表 3)。

牛乳飲用者と非飲用者との 5年間の性・年齢階級別累積死亡者を見ると、男では

50歳以上、女では60歳以上で死亡率は牛乳飲用者に低い傾向が見られた。これらの

牛乳飲用の有無による牛乳飲用者に有利な死亡率格差の傾向は、がん死亡率でも、

心脳血管疾患死亡率でも認められた。ただし有意差となったのは死亡数の多い高齢

者のみであった〔表 3)。

牛乳飲用の有無と性・年齢の基本属性および他の生活習慣との関係を重相関分析

て、調べた。牛乳飲用者は高齢者および男で少なし食生活では、肉魚、野菜の摂取

と正の、漬物摂取と負の相関を示し、牛乳飲用者はより望ましい生活習慣を営んで
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いる人々が多いと考えられた。ただし童相関係数は0.118でそう高いものではな

かっTこ。

これらの生活習慣と死亡との関係について童相関分析を行った(表 4)。男、高齢

者で死亡率は高く、肉魚を多く摂り、牛乳を飲み、米飯、みそ汁を少なく摂る者で

死亡率が低かった。ただし重相関係数は0.2であった。健診成績も一括投入すると

重相関係数は0.246と向上した。対象数の関係で年齢の影響は残ったが、性差は消

失した。米飯、漬物も同様に有意でなくなった。味噌汁、肉魚、牛乳は残った。高

血圧、貧血も有意性を失った。高コレステローノレ血症も関係なかった。肥満、牛乳

飲用、みそ汁摂取の順に有利性、かつ低アノレブミン血症の不利が有意であった。

まとめ

以上のように農村地域で、とくに高齢者で牛乳飲用が、直接ないし間接的に死亡率

低下に貢献している可能性が示された。高コレステローノレ血症との関連も認められた

が、高コレステローノレ血症自体の有害性は証明できなかった。今回の解析では牛乳飲

用による死亡率低下の機序は明かでなく、血庄、肥満、高脂血症等既存のリスタファ

クターを介するものとは考え難く、全体の健康な生活習慣の一環で良好な予後を来し

たと考えるのがよいと思われた。

今年の調査研究の総括

研究の重点は異なるが、日中の報告から見れば、鏡森、権平らの調査地域は共に北

陸地方に属し、成績は都市部等を含む白木全体を代表するものではなく、牛乳飲用が

少ない農村の成績であると見るべきである。牛乳飲用が総カノレシウム摂取量に占める

比重も地域によって相違する。本研究は総カノレシウム摂取量も低い地域の成績である。

腰椎椎体の骨密度測定では、骨密度には年齢、月経の影響が最大で、牛乳摂取量の

影響は、農業地域の閉経婦人で 日 2~3 本以上飲用する者はそれ以下の者より骨密

度が高かった。その他の群間の比較では、大きな影響は認められなかった。牛乳摂取

量が少ない範囲内では相違を認め難いことも考えられた。

牛乳はカノレシウム利用率が高いが、カノレシウム源としては他の食品も大いに利沼さ
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れていることも考慮すべきであろう。因みに日本人の牛乳摂取量は田中の調査では

1970年頃の成人 日平均40~80g から、最近の 100~120 gへ増加し、その後は横ばい

に近く推移している。

権平の研究では、毎年検診を受けている者、すなわち自分の健康に関心が高いと思

われる者で牛乳飲用がよく普及していた。この地域では牛乳飲用習慣と検診成績との

関係は、血清コレステローノレ上昇が認められた。血圧との聞には見るべき相違は無

かった。牛乳飲用は、肉魚、野菜摂取と正、漬物と負の相関があり、近代的食生活の

指標となっていた。ここでは血清コレステローノレ高値は予後を悪化することはなく、

牛乳飲用、肉魚摂取、肥満はむしろ低死亡率と関連していた。

日本の他の地域と比較して、これらの新潟、福井の調査地域では、まだ牛乳摂取量

を高める余地はあると思われる。鏡森、権平の研究は、より多くの牛乳飲用がこれら

の地域で望ましいことを示している。
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国民栄養調査からみた県別・プロック別の牛乳摂取量

(匡i立健康・栄養研究所成人健康・栄養部

田中平三、吉池信男、岩谷昌子、訟村康弘、山口百子)

(図1)県別の牛乳の摂取状況
(1980-1984年国民栄養調査より)
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(図2)県別牛乳摂取量とカルシウム摂取量との相関
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1980~1984年の国民栄養調査による
県別・ブロック別牛乳摂取量とカルシウム摂取量
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図1 骨密度と年齢の関係
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表1 月経由有無別にみた牛乳摂取状況別腰椎 (L，-L，)骨密度(~/c..<) 

地区 月経あり 月経なレ
牛乳摂取量

平均年齢 (n) 骨密度 平均年齢 (n) 骨密度

殆ど飲まない、週 1-3本 42.0剖・9(ω:0幻l主山師 62・1土川5鎚l70〉〉汁〉白古l.1b加リ匁0oo土叫..6凶7早86川082主主主O0 O .160 0RFPjt 
主対車 1日1本、迎4-5本 44.l:l:5.3(9) : 0.930土0.1ω 62.0念68( .12CH 

182-3本 41.1主3.¥(7) i 0.829主0.085158.6土8.0(J7)'~ 0.762:1:0.196 
... .一一一一一 ー一一一一一一一ーーー ー一一一ー?ー一ー一一一一ーーーー・ーーーーーーー』ー'1一一一・ーーーーーーーーー

計 42.7:t5.0(4s) : 0.916土0.140161.7a7.3〈155): O.695土0.146

殆ど飲まない、週 1-3本 ¥1.6士川16) 川.川土日ー1民 臼・凶 目06。〈〈〈22l3O5e〉〉Pm21s4111;k000ま...，676E8B別375〈土主g呼KEOO0〉目. 4301 2 .61 h. 
直識地区 1日1:志、週4-6本 43.0土5.3(0) : 0.962土0.118161.5土1.6(25)，: 0.687:1:0.1 

1日2-3本 39.0土2.8(心:0.7曲剖.0551~8.8叫 l曲

計 引1ま5・0(30) : 0908怠0.1461820士8.2(58〉:o.695土0.151

殆ど欽まない、迎 1~3本 \3.0土\.7( 6) :0.9印企0.182 回.8土7.1(訂) :0.713主0.172

t担能地区 1日l本、週4-5本 45.2土5.0(9) : 0.894士0.084I o，!.2:1:6.5(83) : 0.685:1:0.115 

1日2-3本叫 O土0・8(3) : 0.910ま0・036 日.3土6・2(7) :0.130土0.213
司.'・.---・一・一 a一・一ーーーi・一・一・一一-一F 一圃 a一.'一 E 司骨ーーーー..'・・"・... 圃.圃色白_...-色『・......・ F ・・・..-.-.-唱..-... .. ---・

E十 叫 3土4・6(8)i 0.928土0.129161.5土8・7(07) : 0.696土0.113

平均値±標準掘差 (n)

G] 
制S

-ー」

時、
官、戸。..~)
J 

表2 月経由時~'JIこi1J.kC .腕量別・牛乳摂取状況別蹴 (L，-L，)骨密民くVω)

平均旭土爆嘩偏差(，，)

月経あり 月騒なU
C.摂取量 牛乳摂取状‘兄 ー山崎...."

平均年齢 (n) 骨密度 平均年齢 (n) 骨密度

F自と飲まない、週 1-3本

日 ム，.

41.1士3.3(15) : 0.995土0.143 63.8主8.2(34) : 0.667:1:0.165 

1日l本、週4-5本 44.3土5.4( 4) : 0.940主0.100 62，9主6.3(15) : 0.672土0.101
-< 6 0 O.g 

1日2-3本
明白鴎

小計 41.1土4.0(19) ! 0.983:1:0.137 83目3土7.1(49) : 0.668:1:0.148 

殆E飲まない、週 1-3* 44.0土6.9( 7) ! 0.794土0.126 59.1企5.3〈7163et〉〉B 1 〈00的..76〉4808念0.1308• t(~( I'I) 0.6'1 
181:払理4-5本 44.0土5.2(15) : 0.927念O.lll 61.8本e.9〈!?土0.123

注600mg
162-3本 41.1主3.4( 7) ! 0.829主O.ω5 58.6企8.0(17>-'問。10.7自2念0.196

小計 43.3企5ぷ 29) i 0.871ま0.140 ω.8土7.000自〉 : 0.70自主0.143

E十 42.7土5.0(48) ¥ 0.816土0.140 61.7公7.3(55) : 0.695土0.146

h
，M
J
 

円

H弘主
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牛乳と健康 1. 91年度基本健診デ}タから

2. 87年から日 1年までの継続受診者について

表I 健診受診状況と牛乳飲用習慣 3.日7-90年の初回宝絵デーヲと予後について

大和町農村健診セシヲー

権平逮二郎

日∞

Q ， 
"''' 良0認牛E証金乳刊宝12周呈而状畳盆呪日霊{五堂男E〉主主

ーヲ L T 

19.1 

三票陪男 飲まず |位まず

.29 21 211 1! 69 31.8: 

30・39 61 E到 " 15: 39.3! 調.71 21.9 

40・.9. 9l ?ぺ 4' 21・ .42.ljC 35.45 22.1 

田.59 64 T. 44 18< 35.~誕 叩 oc 2-1.4 

回国 144 10! 129 37' 38~H zr~7E 34.1 

70-79 111 29' 3日1." 26.41 34.5 

80・ 31 11 2割 8~ 43.~ :21.11 35.2! 

|昆野 531 "4 

」l1I用両」状担日止{E宜」}F 笠
38.~ 31.71 29.31 

191 

宜 止まず I噌お晴也 |飲まず ，<公団1L 2001ll.< 

ー盟 3' " S巴 20.α 35. 7~ 44.21 

調.39 g 1~ 101 S湖 21α 1J 3.3~ 35噌61

4D-49 91 
"に

銅 32< 盟.1! 40.4S 盟.7~

出・59 lH m 1. 451 25.5( 38.3E 甜.14

国ー開 247 掛 30 B4! 盟.'" 35.15 35.，62 

百・祖 1~ 91 12: 32: 32.3C 謂.2' 39.44 

|田ー 刷 21 31 121 '7.邸 22.2: 30.16 

1対 f 70: 由児 町i 246~ 28.61 35.S( 話回

g 〈合!t)

|韓計 政審ず 1 <2(剛L12C珊1Lel合計 l飲まず <2OOtL 12聞か

ー盟 4c 61 6C 161 24~8~ 37.8鳴 37.2"l 

|甜・掴 I2~ 19 141 '55 21.2! 41.7f 30.9! 

1.0・49 18! 
4220 c4m 1 

14! 513 31.8 田.4.5 26.7C 

l日-59 11 2m 回 28.3': 38.~ 32.8 

田・時 391 43( 122: 31.9i 32.81 謂.11

70・79 21~ 16< 22l 60< 35.41 訂.3出 37.1~ 

回- 91 4' 68 211 45.9i 2'.80 32.~ 

合計 1坦t I3H 127' 担割 3l 34.44 33.3:; 

手2竜門ア 同 ~ ，恒"'=諸島主t'.$--e.~~~~で::> 、ナ

牛乳を飲む官恨{男〉 牛乳飲用率

男 飲まず <2000(. 2醐札¢ 合計 位まず 4四t2001ll.< 

.29 0.0 o. OQ ，田.0

30-39 3 加 e 20.0 間.0

40-49 1 ~ 611 's.Z 29.2: 47.5 

50-59 I 3 51 15;~ 25.' 団..8

60-69 3 41 "' 151 21.E訓 調 .111 52.2 

70. 1 1司 .1 す 22.0 24.6 日.2

男E十 81 9~ 28 37 21. 25.0 53日

牛札宅政む習慣{女〉

女 政ま1・ <200f1l. 国債n.<合計 飲安当' 〈笈閣制L2聞 か

ー盟 20.0( o.α 加.α

30-39 e g 7.8 19.1 73.0 

40-49 3 a m 1& 却.6 24.3 55.0< 

50-59 2! s 15 担 10.7: 22.7 66.5. 

60-69 8 13< 30曜 53: 16.5 2S.~ 57.9'l 

70- 21 60 10< 19.0< 21.α 同 m

対十 17 29 681 112 15.4 23.7. 回.80

牛乳老政む官慣〈合計3

~:t 飲まず q間旬L 却切li.e 合計 飲まず 〈盟OtIl. 気附1L<

'29 l 12.5( 0.0< 81.51 

"." 1 2 8 11 10.9: 19.3， 69.7 

40-49 4 s 11 担3 22.1 24.81 52:9. 

50-59 3 6 1m 28 11.6 23.2 65.1 

60-69 12 1" 391 69 11'.S 2S.a 話.6

10・ :割 4 101 17 お悶.3 22.6< 57.~ 

合計 25 361 86 149! 16.9 24.0 田 g
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表 2 牛乳飲用と健診データ

瞳覇露

i 」肴』; ミ審

重持母事

題
主主

寸

璽

車

霊雪

事事

輯

聖空軍

語
嘩璽

聖雪

5年聞の牛乳習慣と捜査DATAとの開眼

高血E N. S. 高血圧 N. S 高血圧 N. S 

男 正常 境界"高血圧 !N十 女 正?震 境界相 高血且 小計 全体 正常 I貧fI.場 高血且 小計

欽まず 13 5~ (10) 22 21 飲まず 31 1211 ( fl) 4. 48:3 欽まず 45徒 17~ (0) 6i 尽

<20聞L 甜 l02C 9) 3 408 <2αlI1L 77 231 (8) 9 10913 <，附1L 10~ 33~( 的'" 15' 

200'1l <: 3 (13) 52 20聞Lc 4 18; ( 9) 干q，ぼlI1Lc 回 ". (11) 1 Il 

男E十 " 16'11 (10)ι 肝:女計 113 31j( 9) 141 1651総計 間 ! S3"il( 9)却 232 

高コ血症 高コ血症 N. S 高コ雌症

男 E常 高コ血 小計 女 正常 高コ泊 小計 全体 正宮 高コ血 'J、E十
飲まず 2cl' ( 4J 寸 21 政まず 41 (13)広 41円欽まず 62Q (10) 7 1'1 69 

<2氏刺し 37 ( 8) 3 11 Jl品 40 <20町札 91 E!6) 17 109; <20OMt. i盟i(14}2OE γF 14. 
20加しc 471 (10)・ J.j 532飢別1.<= 日 (20) I 6lI2<加ILc iα (16). 1 12 

男!t 625 ( 7)4 67 女計 !拙 (lS)25 J6晴 睦計 201 (13)盟1 2311 

高祖鹿症 N.S 高TG血症 N. S. 高TG血症 N. S 

男 正 常 軍JTG.凪 小計 女正 常 高TGm 4、!t 全体 正常 ;JiTGdE 4、E十
飲まず 17 (16) 34 21 政まず '"隠 (t7)8 4" 散まず 町 (16)11 国2

<2咽 1L 32 (ZI) If. 40 <20酬し 91 (lfi) 17 109 <200111. 12:t (7)26 l lJ 9~ 

200/11.-巴 3a (27) 1 52 200l1L<= " (19) 1 6920聞い 9~(22) 2 121 

男計 53 (20)13 67' 女!t 137 (H1)2Ei 164 韓E十 190 (17)401 盟10

肥満 N. S 肥情 N. S.， 肥薗 N..S 

男 やせ 普遍 肥構 小計 女 やせ 菅遜 肥満 小E十 全体 やせ 普通 肥満 小E十

欽まず Z 11 (38) B 21 飲まず 3 18提【田，)25 47 飲まず s 回 (48)33< 回:

〈却開L 21 22 (39)15 401 <2氏刺L 1l 51 (46).悶 1091 <20併1l 9 74 (44)65 149: 
2酬I.c 21¥(39) 2 511 20011.<= 3~(45) 31 " Z附 ll.<= 6~(43) 5 

" 
男計 4 36 '(39)25i 66 女計 11 73 (48)78t 163 括計 161 109EC4S)04 230 

貧血 N. S 貧血 N.S 貧血 N. S 

男 正常 貧血 4肝 女 正常 貧血 d、1十 全体 正常 貧血 d、E十
飲まず IB (15) 3 

" 
政まず 371 (23)11 48 飲まず 55 ('1)14 7tl 

<，畑町也 35 (12) lJ 4011 <20町II 1131 (24)2⑤ 1101 <20町II 1191 (21)31 150 
泊朝しも 4 (13) s 20開1.<= 日('3) 1 7c 200/可Lc " (19) 2:: '" 男針 5佼 (13)' 8E 67 女計 ロ62(24)39 165 島計 185 '(21)lJ8C 233 



血 圧

正 常

境 界 域

高 血 圧

高血圧計

計

!~ 満

や せ

E 常

肥 満

計

総コレステロール
正 常

高 コ 血

計

血 清 T G 
正 常

高 T G 血

計

黄 血

正 常

貴 血

計

表 3. リスクファクタ一、牛乳飲用習慣と死亡

5年間の検診デ タと死亡の関係 (60才以上の2212名)

全体 死亡

男 女 男

497 738 13 
273 411 17 
128 161 7 

401 572 24 

898 1310 37 

男 女 男

117 135 11 
513 536 17 
260 621 7 

890 1292 35 

全体 死亡

男 女 男

乱52 1057 35 
42 246 2 
894 1303 37 

全体 死亡

男 女 男

703 888 31 
188 415 6 

891 1303 37 

男 女 男

630 964 22 
263 339 15 

893 1303 37 

し血圧**(正常一高血圧)

肥満*本(やせ正常)

総コレステロ ル N.S 
TG N. S 
費血 N. S 

女

B 
11 

6 
17 
25 

女

5 
自

7 

20 

女

20 
4 

24 

女

16 
B 

24 

女

18 

6 
24 

-60 

生存

男 女

484 730 
256 400 

121 155 
377 555 

861 1285 

男 女

106 130 
496 528 
253 614 
且日 1272 

生存

男 女

817 1037 
40 242 
857 1279 

生存

男 女

672 872 
182 407 

日54 1279 

男 女

608 946 
248 333 
邸6 1279 

死亡計

21 
28 
13 

41 
62 

苑亡計

16 
25 
14 

55 

死亡計

55 
日

61 

死亡計

47 
14 

61 

死亡計

40 

21 
61 

生存計 死亡率

1214 17.00 
656 40.94 
276 44.98 
932 42.14 

2146 28.08 

生存計

236 63.49 
1024 23.83 
867 15.89 
2127 25.21 

生存計

1854 28.81 
282 20.83 
2136 27.77 

生存計

1544 29.54 
58官 23.22 
2133 27.80 

生存計

1544 25.09 
581 34.88 
2135 27.78 



3 牛乳飲用習慣と死亡

-
2
 

年齢階鰻 全壁診者教 克亡者世 死T'" 年齢階級
証全言量干診1夜者数志 がん死亡一原者万数 死 '" 年齢房階一級 金量診者 心圃亮亡 死亡率

男 飲まず 飲 む 飲まず 飲 む 飲まず 飲む 明 飲まず 飲まず 飲む 散まず飲む 飲まず飲む 散まず敢む

19 3 11 0.00 。。。 19 3 11 0.00 0.00 19 3 11 0.00 。。。
20-29 3" 75 0.00 0.00 20-29 32 75 0.00 0.00 20-29 32 75 0.00 Q.OO 

30-39 96 167 1 。。。 0.60 30-39 9' 167 1 0.00 0.60 30-39 96 167 0.00 。。。
40-49 180 i 0.00 0.56 40-49 82 180 。。。 0.00 40-49 82 180 0.00 Q.OO 82 
50-59 119 218 1 0.84 0.46 50-59 119 218 1ト l 0.84 。咽 46 N.S 50-59 119 218 0.00 Q.OO 

60-69 214 328 i 7 3.27 2.13 N.S 60-69 214 328 1 I 3 0.47 0.91 60-69 214 328 2 3 。‘ 93 0.91 

70-79 104 167 7 6 6.73 3.82 N.S 70-79 104 157 4 2 3.85 1. 27 70-79 104 157 2 2 1. 92 L 21 

80-89 41 57 7 4114.63 7.02 N.S 80-89 41 57 2 4.88 0.00 80-89 41 57 2 2 4.88 3.51 
9ゆ 5 6 O.OC 0.00 90 6 0.00 0.00 90 5 。。。 。。。

努針 69J 1198 21 20 3.04 1. 67 男 it 691 1198 8 7 1. 16 O. 5~ 男針 691 1198 6 7 。.87 Q.58 

年11階鐙 全世診者数 死亡者数 先亡事 年齢階級 金受鯵者数 がん亮亡者数 死亡率 年齢継続 全受診者数 心脳死亡者数 苑亡率

女 飲まず u 飲まず 飲 む 欽まず 飲む 女 飲まず 飲む 飲まず 飲む 飲まず 飲む 女 飲まず 飲む 飲まず 飲 む 飲まず 飲 む

19 1 4 0.00 0.00 19 1 4 0.00 0.00 19 1 4 0.00 0.00 

20-29 3fi 156 0.00 0.00 20-29 3' 156 O.OC 0.00 20-29 36 156 0.00 Q.OO 

30-39 8~1 377 0.00 0.00 30-39 84 377 0.00 O.OC 30-39 84 377 0.00 Q.OO 

40-49 95 296 1 2 1. 05 0.68 40-49 95 296 i 。。。 0.34 40-49 95 296 1 0.00 0.34 
50-59 19a 553 2 0.00 0.36 50-59 193 553 i 0.00 0.18 50-59 193 553 1 0.00 Q.18 

60-69 258 616 4 7 1. 55 1. 14 60-69 258 616 4 5 L 55 0.81 60-69 258 616 1 0.00 0.16 
70-79 1町 198 4 2 3.74 1.01 NS  70-79 107 198 2 1 1. 87 0.51 70-79 107 198 1 1 0.98 0.51 
80-89 62 4 4 6.67 6.45 N.S 80-89 60 62 1 2 1. 67 8.23 80-89 60 " 3.33 0.00 6(1 2 

90 3 3 。‘ 00 0.00 90 3 3 0.00 0.00 90 3 3 0.00 Q.OO 

女 計 83i' 2265 13 17 0.75 女計 831 2265 7 10 0.84 0.44 女計 837 2265 3 4 0.36 。.18
年齢階級 全受診者監 死亡者世 死亡率 年齢階飯 金受診者教 がん死亡者数 死亡率 年齢階級 全量診者世 心脳死亡者世 死亡率

合 計 飲まず む 飲まず 飲むr飲まず 飲む 合計 飲まず 欽む 飲まず 飲む 飲まず 飲む 合計 飲まず 飲む 飲まず 飲 む 欽まず 飲 む
19 4 15 o o 0.00 0.00 19 4 15 。 。0.00 0.00 19 4 15 o 。0.00 0.00 

20-29 6B 231 。 o 0.00 。。。 20-29 68 231 。←。 0.00 0.00 20-29 68 231 o 。0.00 0.00 
30-39 180 544 。 1 0.00 0.18 30-39 180 544 01 0.00 0.18 30-39 180 544 o 。0.00 0.00 
40-49 17'/' 476 1 3 0.56 0.63 40-49 177 476 。 1 0.00 0.21 40-49 177 476 。 1 0.00 Q.21 
50-59 31~: 771 1 3 0.32 0.39 50-59 312 771 2 0.32 0.26 50-59 312 771 。 1 O.OC 0.13 
60-69 4n 944 11 14 2.33 1. 48 N.S 60-69 472 944 5 8 1. 06 0.85 N.S 60-69 472 944 2 4 0.42 Q.42 

70-79 21] 355 1] 8 5.21 2.25 <*) 70-79 21] 355 6 
3 2 

2.84 0.85 <*) 70-79 211 355 3 3 1. 42 0.85 N.S 
80-89 101 119 10 8 9.90 6.72 ** 80-89 101 119 3 2.97 1. 6E N.S 80-89 101 119 4 2 3.96 1. 68 N.S 
90 宅8 8 。 。0.00 0.00 90 3 8 。 。。唱。。 0.00 90 3 8 。 o 0.00 。唱。。

総 計 1528 3463 34 37 2.23 1. 07 総計 1528 3463 15 17 0.98 0.49 総計 1528 3463 9 1] 0.59 0.32 

<*)は片側検定で φ<0.05 
キ*は両側検定で φ<0.01 
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表4 牛乳飲用習慣その他の生活習慣、健診デー夕、

死亡率の関係(重相関分析〉 警藍
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